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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第１四半期連結
累計期間

第49期
第１四半期連結
累計期間

第48期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 8,935,7319,941,81337,983,067

経常利益（千円） 294,481 80,335 852,118

四半期（当期）純利益（千円） 119,080 29,224 425,109

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
84,798 △13,888△461,148

純資産額（千円） 32,467,56331,502,24232,276,408

総資産額（千円） 57,597,66458,091,41757,507,994

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
2.87 0.70 10.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 51.2 48.3 50.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第48期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生したリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成23年4月1日～6月30日）におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により生産

や輸出が減少し、サプライチェーンが混乱する中でスタートしました。その後、企業の生産活動は回復しているもの

の、円高の進行など先行きは不透明な状況が継続しています。一方、世界経済におきまして中国を中心とするアジア

経済は引き続き景気拡大が続きましたが、欧米における景気回復ペースは鈍化の兆しを見せております。

このような環境のなか、当社グループの主要マーケットであるスマートフォンなどの高機能な携帯電話市場及び

カーエレクトロニクス市場を中心に販売が前年を上回りました。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は

9,941百万円（前年同期比11.3%増）となりましたが、為替相場の円高ドル安の進行により、営業利益は363百万円

（前年同期比48.6%減）となりました。また、為替差損を257百万円計上した結果、経常利益80百万円（前年同期比

72.7%減）、四半期純利益は29百万円（前年同期比75.5%減）となりました。

   

セグメントの業績は、次のとおりであります。　

① 日本

  日本国内におきましては、携帯電話を中心とする通信機器やAV機器向けが前年を下回ったものの、PC向けが前年

を上回り、売上高は3,197百万円と前年同期と比べ147百万円（前年同期比4.8%増）の増収となりましたが、円高ド

ル安の為替相場の影響により、セグメント利益（営業利益）は373百万円と前年同期と比べ37百万円（前年同期比

9.2%減）の減益となりました。

　　　　　　　　　 

② 北米

　北米におきましては、カーエレクトロニクス向けが前年を上回り、売上高は296百万円と前年同期と比べ9百万円

（前年同期比3.1%増）の増収となり、セグメント利益（営業利益）は31百万円と前年同期と比べ44百万円（前年同

期はセグメント損失12百万円）の増益となりました。

　

③ 欧州

　欧州におきましては、カーエレクトロニクス向けの拡販に努めた結果、売上高は436百万円と前年同期と比べ73百

万円（前年同期比20.1%増）の増収となりましたが、セグメント損失（営業損失）は6百万円と前年同期と比べ8百

万円（前年同期はセグメント利益2百万円）の減益となりました。

 

④ 中国

　中国におきましては、通信機器やPC向けの市場で売上高が減少し、売上高は1,749百万円と前年同期と比べ151百万

円（前年同期比8.0%減）の減収となりました。また、生産子会社の稼働率低下などの影響により、セグメント損失

（営業損失）は227百万円と前年同期と比べ275百万円（前年同期はセグメント利益48百万円）の減益となりまし

た。

　

⑤ 台湾

　台湾におきましては、スマートフォンを中心とする通信機器向けの販売が大幅に増加し、売上高は3,734百万円と

前年同期と比べ942百万円（前年同期比33.8%増）の増収となりましたが、為替の影響などもあり、セグメント利益

（営業利益）は162百万円と前年同期と比べ51百万円（前年同期比24.2%減）の減益となりました。

 

⑥ アジア

　その他アジアにおきましては、PCやAV機器向けの販売が減少し、売上高は526百万円と前年同期と比べ14百万円

（前年同期比2.7%減）の減収したものの、生産子会社の原価改善が進み、セグメント利益（営業利益）は79百万円

と前年同期と比べ51百万円（前年同期比182.8%増）の増益となりました。 
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(2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態といたしましては、総資産58,091百万円となり、前年度末比583百万円増

加しております。これは、主に売掛金が増加したことなどによるものであります。純資産は31,502百万円と、前年度

末比774百万円の減少となり、自己資本比率は48.3％となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、474百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,246,212 45,246,212
大阪証券取引所

市場第一部

　単元株式数

　1,000株

計 45,246,212 45,246,212 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日　
－ 45,246,212 － 19,344,883 － 5,781,500

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －　

議決権制限株式（その他） － － －　

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    3,783,000
－ －　

完全議決権株式（その他） 普通株式   40,777,000 40,777 －　

単元未満株式 普通株式　　　686,212 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 45,246,212 － －

総株主の議決権 － 40,777 －

 

②【自己株式等】

 平成23年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社大真空
兵庫県加古川市平岡町新

在家字鴻野1389番地
3,783,000 － 3,783,000 8.36

計 － 3,783,000 － 3,783,000 8.36

　（注）当第１四半期会計期間末日現在の保有自己株式数は3,786千株です。
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、霞が関監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,781,926 9,552,938

受取手形及び売掛金 9,870,982 10,829,604

有価証券 1,866,661 1,867,083

商品及び製品 2,592,406 2,661,626

仕掛品 3,206,088 3,112,259

原材料及び貯蔵品 2,264,342 2,276,747

繰延税金資産 42,256 46,600

その他 1,449,160 1,485,220

貸倒引当金 △62,019 △74,854

流動資産合計 31,011,804 31,757,228

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,901,703 4,833,782

機械装置及び運搬具（純額） 11,960,768 11,995,327

工具、器具及び備品（純額） 1,190,991 1,196,093

土地 5,628,613 5,624,274

建設仮勘定 747,948 794,221

有形固定資産合計 24,430,027 24,443,700

無形固定資産

のれん 166,845 145,341

その他 157,456 155,777

無形固定資産合計 324,302 301,119

投資その他の資産

投資有価証券 1,187,349 1,066,153

長期貸付金 7,505 7,342

繰延税金資産 29,516 29,281

その他 635,150 604,355

貸倒引当金 △117,661 △117,763

投資その他の資産合計 1,741,860 1,589,369

固定資産合計 26,496,190 26,334,189

資産合計 57,507,994 58,091,417
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,092,122 3,193,989

短期借入金 4,167,187 3,695,375

1年内返済予定の長期借入金 3,089,033 2,817,249

未払金 1,279,670 1,913,939

未払法人税等 215,010 106,197

繰延税金負債 5,077 5,187

賞与引当金 512,757 142,818

役員賞与引当金 10,000 3,750

その他 862,933 918,711

流動負債合計 12,233,793 12,797,219

固定負債

長期借入金 9,706,504 10,896,308

繰延税金負債 514,172 475,120

退職給付引当金 1,579,442 1,595,822

長期未払金 1,092,682 719,474

資産除去債務 23,974 24,071

その他 81,017 81,157

固定負債合計 12,997,792 13,791,956

負債合計 25,231,585 26,589,175

純資産の部

株主資本

資本金 19,344,883 19,344,883

資本剰余金 12,413,615 12,413,615

利益剰余金 812,411 210,676

自己株式 △1,518,345 △1,519,825

株主資本合計 31,052,565 30,449,349

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △114,869 △207,992

為替換算調整勘定 △2,160,672 △2,195,901

その他の包括利益累計額合計 △2,275,541 △2,403,894

少数株主持分 3,499,384 3,456,786

純資産合計 32,276,408 31,502,242

負債純資産合計 57,507,994 58,091,417
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 8,935,731 9,941,813

売上原価 6,679,662 8,002,566

売上総利益 2,256,069 1,939,247

販売費及び一般管理費 1,548,471 1,575,380

営業利益 707,597 363,866

営業外収益

受取利息 4,084 10,121

受取配当金 13,848 15,114

補助金収入 － 11,685

投資有価証券受贈益 24,734 －

その他 43,326 40,616

営業外収益合計 85,995 77,537

営業外費用

支払利息 94,231 86,327

為替差損 377,453 257,956

その他 27,427 16,784

営業外費用合計 499,111 361,068

経常利益 294,481 80,335

特別利益

固定資産売却益 3,612 7,062

貸倒引当金戻入額 2,349 －

特別利益合計 5,962 7,062

特別損失

固定資産売却損 11 －

固定資産除却損 438 645

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10,191 －

その他 1,472 －

特別損失合計 12,113 645

税金等調整前四半期純利益 288,329 86,752

法人税、住民税及び事業税 93,812 78,690

法人税等調整額 △528 △58,767

法人税等合計 93,283 19,922

少数株主損益調整前四半期純利益 195,046 66,830

少数株主利益 75,965 37,605

四半期純利益 119,080 29,224
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 195,046 66,830

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △156,830 △93,123

為替換算調整勘定 46,582 12,405

その他の包括利益合計 △110,248 △80,718

四半期包括利益 84,798 △13,888

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △49,241 △99,128

少数株主に係る四半期包括利益 134,039 85,239
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（1）連結の範囲の重要な変更

　　当第１四半期連結会計期間より、当社の非連結子会社であったDAISHINKU(THAILAND)CO.,LTD.は重要性が増したこと

により、連結の範囲に含めております。

　

（2）連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

　　従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった天津大真空有限公司、加高電子股?有限公司、加高電子（深?）有

限公司、HARMONY ELECTRONICS(THAILAND)CO.,LTD.及び加高電子（蘇州）有限公司については、同日現在の財務諸表を

使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行っておりましたが、当第１四半期連結会計期

間より、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用しております。

　　なお、決算期変更に伴う３ヶ月間の損益は、利益剰余金に計上しております。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、主に当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

受取手形譲渡高 85,654　千円 受取手形譲渡高 150,730　千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 814,227千円 946,885千円

のれんの償却額 20,231 21,537

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 207,413 5 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 165,850 4 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

  
報告セグメント　

調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額

日本
　

北米
（注）２　

欧州
（注）２　

中国
　

台湾
　

アジア
（注）２

計

売上高                                     

外部顧客への

売上高
3,050,390287,968363,4571,900,6362,792,400540,8778,935,731 － 8,935,731

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

5,229,809106 － 1,350,002475,1531,192,4668,247,539△8,247,539 －

計 8,280,200288,075363,4573,250,6393,267,5531,733,34417,183,270△8,247,5398,935,731

セグメント利益

又は損失（△）

　

410,991△12,778 2,101 48,244214,05328,186690,79816,799707,597

（注）１.　セグメント利益（営業利益）の調整額16,799千円には、セグメント間取引消去37,330千円、のれんの償

却額△20,231千円、その他の調整額△300千円が含まれております。

２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ　

(3）アジア……インドネシア、シンガポール 

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

  
報告セグメント　

調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額

日本
　

北米
（注）２　

欧州
（注）２　

中国
　

台湾
　

アジア
（注）２

計

売上高                                     

外部顧客への

売上高
3,197,836296,991436,6111,749,1983,734,992526,1839,941,813 － 9,941,813

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

4,067,00923,576 1,3331,192,863433,6031,256,1026,974,489△6,974,489 －

計 7,264,845320,568437,9452,942,0624,168,5951,782,28616,916,303△6,974,4899,941,813

セグメント利益

又は損失（△）

　

373,11331,595△6,455△227,094162,16179,720413,042△49,175363,866

（注）１.　セグメント利益（営業利益）の調整額△49,175千円には、セグメント間取引消去64,622千円、のれんの

償却額△21,537千円、その他の調整額△92,260千円が含まれております。

２.　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３.　日本、中国、台湾以外の各セグメントに属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米………米国

(2) 欧州………ドイツ　

(3）アジア……インドネシア、シンガポール 
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2円87銭 0円70銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 119,080 29,224

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 119,080 29,224

普通株式の期中平均株式数（千株） 41,478 41,460

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　　

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

株式会社大真空

取 締 役 会　御 中

霞 が 関 監 査 法 人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 森内　茂之　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 植田　益司　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 笹川　敏幸　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大真空の平

成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（平成23年４月1日から平成23年６月

30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

　四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

　監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大真空及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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